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〔事業内容〕
事業目的： 本地区は、愛知県のほぼ中央部に位置し、境川流域の低平地に広がる農業地帯で

さかいがわ

あり、水稲を中心に水田の畑利用による小麦、大豆等を組み合わせた営農が展開され
ている。
しかしながら、本地区内のほ場は昭和30年代後半に整備された10ａ区画と小さく、

さらに用排水路も老朽化しており、営農に支障が生じ農業経営は不安定な状況にあっ
た。
このため、本事業によりほ場の区画拡大と用排水路の整備を行い、農業生産性の向

上を図るとともに担い手への農地集積を促進し、地域の農業構造の改善等に資する。

受益面積：73ha
受益者数：205人
主要工事：区画整理54ha、用水路13.3km、排水路9.8km
総事業費：1,058百万円
工 期：平成16年度～平成21年度（計画変更：平成21年度）
関連事業：水資源機構営事業 愛知用水２期地区

〔項 目〕
１ 社会経済情勢の変化
（１）社会情勢の変化

本地域の総人口について、平成12年と平成22年を比較すると10％増加し、愛知県全体の増
加率５％を上回っている。

【人口、世帯数】
（刈谷市）

区分 平成12年 平成22年 増減率
総人口 132,054人 145,781人 10％
総世帯数 48,941戸 58,917戸 20％

（出典：国勢調査）

産業別就業人口については、第１次産業の割合が平成12年の２％から平成22年の１％に減
少している。

【産業別就業人口】
（刈谷市）

区分 平成12年 平成22年
割合 割合

第１次産業 1,229人 ２％ 966人 １％
第２次産業 36,457人 51％ 34,858人 48％
第３次産業 33,200人 47％ 36,460人 51％

（出典：国勢調査）



（２）地域農業の動向
平成12年と平成22年を比較すると、耕地面積については24％減少、農家戸数は42％減少、

農業就業人口は48％減少しており、65歳以上の農業就業人口についても29％減少している。
一方、農家１戸当たりの経営面積は31％、認定農業者数は63％増加している。

区分 平成12年 平成22年 増減率
耕地面積 1,262ha 964ha △24％
販売農家戸数 1,361戸 787戸 △42％
農業就業人口 2,152人 1,115人 △48％
うち65歳以上 1,146人 816人 △29％

戸当たり経営面積 0.93ha/戸 1.22ha/戸 31％
認定農業者数 27人 44人 63％

（出典：愛知県統計年鑑、愛知県農林業センサス、認定農業者数は刈谷市調べ）

２ 事業により整備された施設の管理状況
整備された用水路は刈谷土地改良区、排水路は刈谷市により適切に管理されており、草刈
り等の日常管理は多面的機能支払交付金を活用し、地域住民が一体となって実施してい
る。

３ 費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

（１）農作物の生産量の変化
本事業及び関連事業の実施により、農業用水の安定供給が図られたことから水稲の作付

面積は計画を上回っている。
【作付面積】 （単位：ha）

事業計画（平成21年） 評価時点
区分

現況 計画 （平成26年）
（平成15年）

水稲 38 38 48
小麦 26 26 16
大豆 - 26 16
すいか 9 3 4
だいこん 9 3 5

（出典：事業計画書(最終計画)、農事組合法人聞き取り）

【生産量】 （単位：ｔ）
事業計画（平成21年） 評価時点

区分
現況 計画 （平成26年）

（平成15年）
水稲 194 204 252
小麦 84 85 48
大豆 - 33 21
すいか 280 107 123
だいこん 468 189 197

（出典：事業計画書(最終計画)、農事組合法人聞き取り）

【生産額】 （単位：百万円）
事業計画（平成21年） 評価時点

区分
現況 計画 （平成26年）

（平成15年）
水稲 45 49 55
小麦 12 10 2
大豆 - 9 3
すいか 66 19 21
だいこん 24 12 14

（出典：事業計画書(最終計画)、農事組合法人聞き取り）



（２）営農経費の節減
本事業及び関連事業の実施により、農業用水の安定供給が図られるとともに、ほ場の大区

画化に伴う大型農業機械の導入により農作業に係る労働時間等の節減が図られている。
【労働時間】 （単位：hr/ha）

事業計画（平成21年） 評価時点
区分

現況 計画 （平成26年）
（平成15年）

水稲 620 200 152
（出典:事業計画書（最終計画）、農事組合法人聞き取り）

４ 事業効果の発現状況
（１）事業の目的に関する事項
① 農業生産性の向上

本事業及び関連事業の実施により農業用水の安定供給や適切な用水管理が可能となったこ
とで、水稲の単収が増加し、農業生産性の向上が図られている。
【単収】 （単位：kg/10a）

事業計画（平成21年） 評価時点
区分

現況 計画 （平成26年）
（平成15年）

水稲 511 525 526
（出典:事業計画書(最終計画)、農事組合法人聞き取り）

（２）土地改良長期計画における施策と目指す成果の確認
① 農地の大区画化・汎用化等による農業の体質強化

地区内の担い手（認定農業者）が育成され、事業実施前と比べ担い手が増加している。
また、これに伴って担い手への農地集積も事業実施前に比べ進んでいる。

【担い手の育成状況】 （単位：人）

事業計画（平成21年） 評価時点
区分

現況 計画 （平成26年）
（平成15年）

認定農業者 ２ ４ 10
（出典：農事組合法人聞き取り）

【担い手への農地集積】 （単位：ha、％）
事業計画（平成21年） 評価時点

区分
現況 計画 （平成26年）

（平成15年）
農地集積面積 20.6 34.8 39.9
農地集積率 28.4 47.9 55.0

（出典：農事組合法人聞き取り）

（３）事業による波及的効果等
本事業を契機に、地域一体となった排水路等の清掃活動などの取組が進められるようなってい

るほか、用水路のパイプライン化による安定的な用水供給により地域内での水争いの心配が無く
なった。
また、事業期間中に営農生産組合が発足し、整備された農業生産基盤を活かした新たな取り組

みとして生産したコメを「銀河米」としてブランド化し、近傍の直売所（刈谷ハイウエイオアシス）で販
売している。



（４）事後評価時点における費用対効果分析の結果

総便益 3,348百万円
総費用 3,199百万円
総費用総便益比 1.04

（注）総費用総便益比方式により算定。

５ 事業実施による環境の変化
（１）自然環境

施設管理者（農事組合法人東境組合）への聞き取りの結果、用水路のパイプライン化によ
り、用水路へのゴミ等の流入が無くなり、事業実施前に比べ水質の改善が図られている。

６ 今後の課題等
事業の実施により、担い手への農地集積が進んでいるが、今後も担い手の育成と農地集積の

活動を継続していく必要がある。

事 後 評 価 結 果 本事業の実施により、農作業の効率化が図られるとともに担い手
への農地集積が促進されており、地域農業構造の改善が図られてい
る。
また、施設管理者(農事組合法人東境組合）への聞き取りの結

果、用水路のパイプライン化により、用水路へのゴミ等の流入が無
くなり、事業実施前に比べ水質の改善が図られている。

第 三 者 の 意 見 本事業により農業生産性の向上と担い手への農地集積が顕著に進
んでいる。また、交付金を活用した地域住民による水路の保全活動
や担い手によるブランド米の生産など、地域の活性化にもつながっ
ている。
今後も施設を適切に維持管理し、ブランド米など経済効果の見込

まれる農産物を増産し、担い手の育成と農地集積につなげられた
い。
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